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今月の感染症流行状況

横浜市
衛生研究所

疾患名 流行状況 説明

麻しん
（はしか）

今月のトピック

感染力は非常に強い

横浜市感染症情報センター４月１５日発行

市内での報告あり

大流行
流行中

注意
今後流行の可能性がある

梅毒 流行中
感染し無症状の場合あり、気づかずに
性的接触を介し感染を広げることも

今年に入ってから市内で６件の報告
全国的には236件の報告 ※４月５日現在

予防には２回のワクチン接種が有効です03
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麻しん（はしか）が増えています

発熱、咳、鼻水

39℃以上の高熱

発疹
2～3日後

主な症状

肺炎、中耳炎、脳炎などを合併することがあります

定期予防接種の時期

１期 1歳児（２歳になる日の前日まで）
２期 小学校入学前1年間の幼児

!

横浜メディカル
ダッシュボード

空気感染します 感染すると、約10日後に

上記症状が現れた場合は、事前に医療機関に連絡の上、

公共交通機関の利用を避け受診してください

海外渡航の計画時

母子健康手帳で接種歴を確認

特に医療・教育関係の方々

春の行楽シーズン、感染症予防も忘れずに

衛研インスタ
始めました！

空気中のウイルスを

吸い込むことで感染します

感染者と同じ空間にいると

感染の可能性があります

ｰ 2回接種することで、1回目で十分な抗体ができなかった方にも免疫をつけることができます ｰ
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